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マテリアリティの
特定プロセスと見直し

サステナビリティ戦略
価値創造

事務局
各WG調整と全体方針の策定検討

サステナビリティ戦略委員会へ報告及び施策推進の調整を図る

ゼロカーボンWG
省エネ・再エネ導入等の検討

水素WG
水素の利活用の検討

連携

調整

報告 監督・意思決定

サステナビリティ戦略委員会　委員長：代表取締役社長 委員等
持続可能な社会の実現をめざし、社会課題の解決に向けた

グループの基本方針等を定めて、その推進を図る
副社長、常務取締役、社外取締役、

取締役常勤監査等委員等

■ 推進体制図

サステナビリティ戦略を実行するためのマネジメント体制とし
て、代表取締役社長を委員長とする「サステナビリティ戦略委
員会」を設置し、持続可能な社会の実現をめざし、さまざまな
社会課題の解決に向けたグループの基本方針等を定め、その
推進を図っています。

 推進体制

マテリアリティ
（重要課題）人口減少・少子高齢化をはじめ、コロナ禍を経て移動ニーズ

やライフスタイルの変化が加速しており、当社グループを取り巻
く社会環境及びマーケットは大きく変化しています。
地域に根差した日々の取組みを実践することに加え、この度
個々のマテリアリティ（重要課題）に注力すべきポイントを定めま
した。モビリティと生活ソリューションの融合と連携を通じて、グ
ループ一体でサステナビリティ経営を推進していきます。
長期的にステークホルダーの皆さまに「安心」と「感動」をお届
けするため、すべての社員がサステナビリティを推進する意義
を理解し、特定した6つの重要課題（マテリアリティ）を軸に、主

体性をもって日々の活動を持続的に取り組む体制を構築してい
きます。

2025年度に実施する取組み
2025年度は、ビジネス単位ごとにCO2削減目標を設定しました。
加えて、「ゼロカーボン・チャレンジ2050」を戦略的に推進する

「気候変動リスクの縮減」、「第25回夏季デフリンピック競技大会 東
京2025」を契機としたさらなる「共生社会の実現」、グループガバ
ナンスの改善と強化や、人権侵害リスクの防止・軽減・是正策
の実施を通じた「経営への信頼の向上」に取り組んでいきます。

 サステナビリティ戦略

パーパス（グループ理念）やビジョン（グループ経営ビ
ジョン「勇翔2034」）におけるめざす姿に向けて6つのマ
テリアリティ（重要課題）を定めています。マテリアリティは
1年ごとに環境変化を踏まえた現状分析を行い、サステナ
ビリティ戦略委員会で見直しの必要性を確認しています。

 マテリアリティの特定プロセス

2024年度から2025年度にかけて、新たなグループ理
念とグループ経営ビジョンの策定、さらには、安全レベル・
サービス品質レベルをグループ全体で向上するための組
織の変更を行いました。統合報告書検討部会において、
これらの環境変化を検証し、マテリアリティ「安全安心なイ
ンフラを社会のために」を「安全で安心な社会の実現のた
めに」に見直すことを議論しました。これについてグルー
プ経営会議、サステナビリティ戦略委員会で妥当性を確
認し、変更を決定しました。

 マテリアリティの見直し

JR東日本グループは、グループ理念がめざす「すべての人の心豊かな生活の実現」に
向け、サステナビリティをグループ経営の重要な方針と位置付け事業活動を進めています。
私たちは、地域に密着した事業運営とマテリアリティの解決に取り組みます。これにより、

「ライフスタイル・トランスフォーメーション（LX）」という新たな価値を創造することで、「安心」
と「感動」をお届けし、社会的価値・経済的価値の創出をめざします。
事業活動で得られた利益はステークホルダーに還元するとともに、当社グループのさらな

る成長に振り向けていきます。こうした「創造と成長のサイクル」により、四方良しの「志の高
い企業グループ」をめざします。

基本的な考え方
■ 参加するイニシアチブやステートメント

マテリアリティ
及びKPIの
情報開示

会議等で
検証・議論

マテリアリティの
変更案を作成

環境変化を分析、
重要課題を抽出

グループ理念、
個々の

マテリアリティとの
関連性を検証

マテリアリティの
現状を分析

トレースに
基づき見直し

地域に密着した事業運営

安全で安心な社会の実現のために

安全を経営のトッププライオリティとし、安全
安心な輸送・商品・サービスを提供する

めざすこと

活カある社会のために

すべての人の心豊かな生活の実現に向けて、
便利で快適な質の高いサービスの提供と地域
との協働により鉄道と一体となった活気と魅力
のあるまちをつくる

めざすこと

豊かな地球環境のために

気候変動の影響をふまえ、カーボンニュートラ
ルの実現やエネルギーの安定確保に取り組む。
資源循環や生物多様性の保全にも力を入れ、
持続可能な社会をめざす

めざすこと

新たな技術とサービスを
社会のために（イノベーション）

新技術・DXの推進と既存の枠組みを超えた
チャレンジによって新たな生活スタイルを創
り、お客さまの心豊かな生活を実現する

めざすこと

すべてのグループ社員が
生き生きと活躍するために
（エンゲージメント）

グループ社員一人ひとりが多様性を活かし、
やりがいをもって能力を発揮できる企業にする

めざすこと

経営の信頼を高めるために

新たなチャレンジを促進するための変化に強
いガバナンス体制を構築するとともに、人権
を尊重し、信頼される企業経営を行う

めざすこと

都市 世界 宇宙 地方

脱炭素社会・循環型社会の
実現をリード

・ 環境にやさしいモビリティを世の中のスタ
ンダードに
・ グループの力を合わせあらゆる資源の循
環を実現
・ 「ゼロカーボン・チャレンジ2050」の推進
によるCO2排出量「実質ゼロ」の達成

E 地域の社会課題を
解決し活力を創造

・ 二軸の事業運営を通じた流動人口の創出
・ 地域が抱える課題から豊かさを生み出す
好循環を実現
・ 地域に密着し、きめ細やかでスピード感
のある事業運営

S 経営の信頼を
高めるガバナンス

・ ステークホルダーからの信頼を失いかね
ない事象を教訓に、グループガバナンス
の改善と強化
・ 果敢なチャレンジを促進する内部統制
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